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早いもので.昨年の第 9巻に近況報告を書いてから,1年有余になbます.本誌も既に第 10巻

となb,今更乍ら月日の経つことの早さを感ずる次第です｡ 10年前に本誌の刊行をはじめたとき

の意図はさ亨やかなもので,-つは卒業生と在校生や教義との連絡の機関としての機能を果すこと

を目的とし,いせ一つには,卒業生の努力の結晶である卒論が徒らに教皇に保存されているのみで

あったのを,もっと広い社会に公開しようという位の程度であbましたO然し巻を重ねるにつれて,

教室の諸氏や在学生の熱意と,卒業生諸姉の後援に支えられて,次第に充実したものとなD,嘉に

本巻を送b出すことが出来たことは御同慶の至bであbますO

私自身について言えば,その後大した変化はありません｡ただ学部長をやめ盲せて戴き,多少学

内での時間的余裕ができぜした｡その代D,教垂内で一番年をとっているという理由で,｢殴教蕃

コースの地理を受け持たされることになbましたOそのおかげで,若鮎のようをピチビチした1年

生に接することができるのは,何とし1っても大きを悦びであbます｡

学外での公務的業務は相変らずです｡学術会議会員及び地理学研究連絡委員会委員長としての仕

事,太平洋科学連合地理学常置委員会の委員長としての仕事などは'その億続いています｡これら

につきましては,非才を私だけの力で務めおうせるものではあbぜせんので,教義の諸先生の御理

解と,就中正井先生,月山さん,岡崎さん 5月までは下瀬 (旧高田)さんと二瓶 (旧橋本)さん,

4月からは林原さんの御協力を得てどうにかやっております.責任をもって手がけている2, 5の

研究もあbますが,これらも教室の諸先生との協同の型,というよb払 全面的に椅射かかってい

るといった方がよいでせ う｡おかげで義務は果せさうです｡

研究室に栓井教授をたずねて

先年号では,先生の研究や日常生活,女子大生についてのど意見を伺いましたので,今回は別の

角度から.先生の一面をのぞいてみることにし濠した｡
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間:私達学生にとって関心事であるゼミナールについて,どうか考えにな9ますか.

先生:非常に結構なことで,これからも続けていきたいと思います｡

間:どのような点からですか｡

先生;三年生が一つの地域 (主に国家)について自分夜Dに調べ,その中で,問題意識をつかむの

は,大変意義あることです｡

間:今年度のテーマは複合国家についてでしたが,どのような感想をお持ちですか?

先生 :複合国家という内容には到らなかったように思いますが,それぞれの分担を非常に良く調べ

たということは,十分意義あることと思います.地誌の学習は地理の核心にふれる事に怒る

ので,これは,4年生で渡辺先生から方法論の講義を受ける準備として,まず,地誌を勉強

しその中から問題点を把撞するきっかけをつかむことが大切でナo又,ゼミナールは学習過

程であるし,気心の知れた数量内のことなので,失敗をど恐れずに自分の考え,疑問等をど

しどし出して討論を進めて行くことを期待します0 4年生の積極的な発言もあわせて望みま

す｡

間:最近どん夜番をお考えに夜9ますか?

先生:昨年,選暦を卒業生はじめ,皆さんに祝っていただいて大変うれしく思いましたが,それと

同時にお茶の水にV･1られる日が残 b少なくなった事を感ぜずにはいられませんでした｡その

為か,一日一日奄回の授業が大事に思われ,惜しまれるこの頃です｡お茶の水に来て良かっ

たと思うのは,私は学生時代には好きな事 ･興味を持つものしかやら夜かったので知識がか

たよっていました｡ところがお茶大では講義の必要からいろいろと勉強をしましたので,也

前に較べれば広い知識をもてるようにをった事は自分に大変ブラスであったと思っていますo

新制大学創立以来,地理科の為に御尽力下さっている先生のしみじみとした感慨深げ夜か言葉で

した.最後に先日も十年前の卒業生に招待され楽しい一時を過し,卒業生の皆さんが立派になられ

たのにびっくb怒号ったとのことです｡卒業生から懐かしいお便bを頂くのに返事が出せずに居ら

れる事を恐縮なきD,本号を借bてお詫びしたいとの事でした｡

(8月27日 石川記)
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1昨年講師で来たときこの欄に突飛なことを書きましたo ｢気象衛星の写寅を受信して集中豪雨
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